
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ～絵本作家あべ弘士とけんぶち絵本の里づくりのあゆみ～  

 30 年記念原画・作品展 「 展」  

 ワークショップ「あべ弘士さんと動物を作ろう」  

 

４月のおしらせ 

回 覧 

あべ弘士 

1948 年北海道旭川市に生まれる。1972 年から 25 年間旭山動物園の飼育
係として、ゾウ、ライオン、フクロウなどさまざまな動物を担当する。
1981 年『旭山動物園日誌』を出版。以後、多数の出版社から絵本を刊行
する。1996 年旭山動物園を退職し、創作活動に専念する。2009 年北海道
旭川市美術館にて「あべ弘士動物交響楽」展を開催。 その後、全国で作
品展開催。 『あらしのよるに』（きむらゆういち文・講談社）で講談社
出版文化賞絵本賞、産経児童出版賞 JR 賞。『ハリネズミのプルプル』（二
宮由紀子文・文溪堂）で赤い鳥さし絵賞。『宮沢賢治「旭川。」より』（BL
出版）で産経児童出版文化賞美術賞受賞など受賞多数。2018 年刊行の『ク
マと少年』（ブロンズ新社）では北海道ゆかりの絵本大賞、日本児童ペン
クラブ児童ペン賞絵本賞を受賞。2011 年からＮＰＯ法人かわうそ倶楽部
を設立、旭川市（７条通８丁目）にてギャラリープルプルを運営する。旭
川市在住。 

けんぶちとあべ弘士 
剣淵町を絵本の里にしようと活動をし始めたころから、剣淵と

関係が深い。数多くの原画展やイベントを実施し、新館の絵本の

館が開設した年には、中川ひろたかさんとコンサートライブなど

も実施しました。 

あべさんが一躍有名になった作品『あらしのよるに』シリーズ

は、絵本作家の木村裕一さんとあべさん・講談社の編集者さんが

けんぶち絵本の里大賞後の夜なべの会で意気投合し、『あらしのよ

るに』シリーズを作成しましょうとなったそうな・・・そんな過

去があったんですね～ 

保育所や小学校の外壁の絵もあべさんが描いた絵で、剣淵にゆ

かりのある絵本作家さん。昔から縁がある絵本作家さんです。 

4/18(土) 
～5/17(日) 

 

4/25(土) 13:30～ 
 

絵本の館開設  

※感染症のため絵本の館でのイベントは中止になる恐れがあります。
ホームページをご確認ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界こども図画コンテスト入選作品展 
4/11(土)～5/10(日) ※入場料無料 

世界各国の子供たちのありのままの感性で描かれた作品展。 

様々な地域の生活や文化も絵をとおして見て取れます。 

ぜひこの機会に絵本の館にお越しください。 
 

 アーサービナードと絵本を作ってみよう 
物語が生まれるトコロ  
4/12(日) 13:30～  13:00～受付開始  
会場：剣淵町絵本の館  体験教室  

 

 

 

 

 

 

〇主催  けんぶちに文化を根付かせよう会 

参加者募集中（10 組程度） 

対象：0 歳～14 歳くらいまでのお子さんとおと

うさんおかあさん（お子さん 1 人の参加も OK） 

☏0165-34-2624(絵本の館)まで 


